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Green 関数による境界値問題の解法 (第2報〉
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Study on Boundary Value problem using Green function. (2) 
Yoshiyuki FURUYA 
Study (2) 
Boundary value problems of finite and semi.intinite regions are treated. Auther tried to solve 
hem using adjoint Green functions and Green's theorem. 
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ー 関数を使用 し て与え られた方程式の随伴Green 関数
を 求め G r.田n の定理 を用 い て解を求め よ う と する も
のであ る 。
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図-1 の よ うな積分
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両辺を x-t 平面 の領域Dで面積分すると
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Cは Dの境界であ る 。
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Dを図 2ー の よ うな 無限状領域 に と り D内 に点( さ ，
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Green の 公式附よ り
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と
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結語
1 = 0 の場合の 無限及半無限及半無限問題と比較する
(1) と exp の中に 1を含む附加項 が加 わ る こ と が わか
る 。
無限問題， 半無限問題は第 1 報の ような有限問題と
異なり取扱いがむづかしい。 又κをxの関数として
取扱う こ とも 困難であ る 。 又 Green 関数は一般に求
ま り にくし 、。 こ の一般的な方法論は今後の 問題にした
L、。
最 后に本 研究を行うに あたり 御支援を 賜わった本学
教授長元亀久男先生に感謝の 意を表す る 次第であ る 。
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